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は
じ
め
に 

 

無
住
道
暁
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
僧
で
あ
り
、『
沙し

ゃ

石
集

せ
き
し
ゅ
う

』『
聖

し
ょ
う

財
集

ざ
い
し
ゅ
う

』『
雑
談
集

ぞ
う
た
ん
し
ゅ
う

』

１

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
晩
年
に
書
か
れ
た
『
雑
談
集
』
は
、『
沙
石
集
』

に
は
な
か
っ
た
自
ら
の
人
生
の
回
顧
録
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
も
多
く
言
及
さ
れ
る
の
が
、
医
と
病
に
関
す
る
話
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の

記
述
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
無
住
の
医
僧
と
し
て
の
側
面
を
考
察
し
て
い
き
た

い
。 

 一
．
医
僧
と
し
て 

 

一
．
一 

東
福
寺
派
の
医
術 

無
住
と
医
術
と
の
関
わ
り
は
、
既
に
小
島
孝
之
氏
の
論
考
２

に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
『
鹿ろ

く

苑お
ん

日
録

に
ち
ろ
く

』
の
中
の
景
徐
周
麟

け
い
じ
ょ
し
ゅ
う
り
ん

「
日
渉
記
」
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）

四
月
十
二
日
条
に
は
、
目
を
患
っ
て
い
た
周
麟
の
も
と
を
耕
雲
と
哲
蔵
主
と
い
う

二
人
の
医
者
が
訪
れ
、
外
科
的
治
療
を
行
っ
た
哲
蔵
主
に
対
し
て
周
麟
が
流
派
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
東
福
派
」
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。
彼
は 

 

東
福
派
也
。
聖
一
之
嗣
、
尾
張
に
在
る
者
。
諡
は
一
円
禅
師
と
曰
ふ
。
諱
は

道
暁
。
字
は
無
住
。
沙
石
十
巻
を
著
は
す
者
也
。
又
聖
財
集
五
巻
。
雑
談
集

五
巻
在
り
３

。 

 



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
雑
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集
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と
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（
土
屋　

有
里
子
）

二

 

 

と
答
え
て
お
り
、
自
分
の
医
術
は
東
福
寺
開
山
聖
一

し
ょ
う
い
つ

国
師

こ

く

し

円え
ん

爾に

弁べ
ん

円え
ん

（
以
下
「
円

爾
」
）
の
嗣
で
あ
る
尾
張
の
無
住
道
暁
か
ら
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
東
福
寺
派
の
医

術
の
流
れ
の
中
に
、
無
住
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
鎌
倉
後
期
に
活
躍
し
た
医
師
で
あ
る
梶
原
性

か
じ
わ
ら
し
ょ
う

全ぜ
ん

に
よ
る
『
万
安
方
』
４

巻
五
十
二
「
兪
家
遇
仙
丹
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
る
。 

 

私
云
、
此
薬
、
参
州
実
相
院
の
導
生
比
丘
、
在
唐
九
ヶ
年
、
只
医
術
を
習
伝

す
る
為
也
。
仍
り
て
黒
錫
丹
、
養
生
丹
、
霊
砂
丹
等
諸
方
、
及
び
脈
動
、
針

灸
口
决
、
此
遇
仙
丹
と
并
せ
て
之
を
相
伝
す
。
導
性
比
丘
よ
り
一
円
禅
師
尾

州
長
母
寺
長
老
、
法
眷
の
好
を
以
て
之
を
伝
受
す
。
一
円
禅
師
従
り
、
兄
弟

の
昵
を
以
て
実
照
に
之
を
伝
ふ
。
実
照
自
り
亦
性
全
之
を
伝
受
す
。
此
の
方
、

宋
朝
に
於
い
て
は
只
兪
家
之
を
秘
す
。
余
家
に
伝
へ
せ
し
ま
ざ
る
な
り
。
禁

防
軽
か
ら
ず
。
本
朝
に
於
い
て
は
即
ち
導
性
禅
師
の
一
流
に
伝
来
す
。
予
、

掌
握
す
る
に
至
る
を
以
て
、
子
孫
之
を
秘
す
べ
し
。
之
を
秘
す
べ
し
。 

 三
河
の
実
相
院
の
導
性

ど
う
し
ょ
う

比
丘
は
、
九
年
間
、
た
だ
医
術
を
学
ぶ
た
め
だ
け
に
宋

に
滞
在
し
た
（
「
在
唐
」
と
あ
る
が
宋
の
こ
と
で
あ
る
）。
遇
仙
丹
を
始
め
と
し
た

薬
の
処
方
、
脈
動
や
針
灸
の
方
法
等
を
習
い
、
帰
国
し
た
導
性
は
そ
れ
を
無
住
に

伝
え
た
。
無
住
は
弟
（
『
雑
談
集
』「
瞋
恚
ノ
重
障
タ
ル
事
」
か
ら
は
弟
が
い
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
）
で
あ
る
実
照
に
そ
れ
を
伝
え
、
実
照
は
性
全
に
伝
え
た
。

大
変
な
秘
事
で
あ
る
た
め
、
子
孫
は
こ
れ
を
密
か
に
守
っ
て
い
く
よ
う
に
、
と
の

こ
と
で
あ
る
。
小
島
孝
之
氏
は
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
実
照
か
ら
性
全
へ
の
伝
受

に
つ
い
て
何
の
説
明
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、『
万
安
方
』
が
性
全
の
一
子
源
三
冬

景
以
外
の
他
見
を
禁
じ
た
家
学
の
秘
伝
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
照
と
性
全
は
父

子
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
つ
ま
り
無
住
は
、
鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
医

師
で
あ
る
梶
原
性
全
の
伯
父
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
三
河
の
実
相
院
と
は
、
愛
知
県
西
尾
市
に
あ
る
実
相
寺
で
あ
る
。
創
建
は

文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
、
開
基
は
吉
良
満
氏
、
開
山
は
円
爾
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
弟
子
の
応
通
禅
師
無
外

む

が

い

爾に

然ね
ん

（
以
下
「
爾
然
」
）
が
住
持
と
な
っ
た
。
爾

然
は
台
密
の
『
阿
娑
縛
抄

あ

さ

ば

し

ょ

う

』
の
初
伝
者
で
も
あ
る
。
以
前
拙
稿
５

に
お
い
て
指
摘
し

た
通
り
、
当
時
の
実
相
寺
は
日
宋
経
験
者
が
多
く
集
う
、
兼
修
的
な
気
風
の
濃
厚

な
大
寺
で
あ
り
、
医
術
を
習
得
し
帰
国
し
た
導
性
が
止
住
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場

所
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
導
性
、
無
住
、
爾
然
は
円
爾
門
下
と
し
て
の
よ
し
み
と

実
相
寺
と
い
う
場
を
通
し
て
交
流
を
持
ち
、
そ
の
中
で
導
性
か
ら
無
住
へ
の
、
後

に
東
福
寺
派
と
呼
ば
れ
る
医
術
の
伝
受
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

一
．
二 

神
咒

し
ん
じ
ゅ

に
よ
る
治
療 

 

『
雑
談
集
』
に
は
、
実
際
に
無
住
が
医
僧
と
し
て
活
動
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て

い
る
。 

愚
僧
、
智
モ
無
ク
慈
モ
無
シ
。
然
ル
ニ
多
年
菩
薩
戒
ヲ
授
ケ
、
神
咒
ヲ
誦

ス
レ
バ
重
病
除
癒
シ
、
寿
命
安
穏
ナ
ル
檀
那
・
知
音
多
シ
。（
「
凡
聖
不
二
事
」
） 

愚
老
菩
薩
戒
受
得
、
随
分
ニ
守
リ
侍
シ
カ
ド
モ
、
志
ア
サ
ク
、
身
ヨ
ハ
ク

シ
テ
、
病
縁
ニ
サ
ヘ
ラ
レ
、
業
障
ニ
ヲ
カ
サ
レ
テ
、
多
ク
違
シ
侍
リ
ナ
ガ
ラ
、

病
人
戒
ハ
同
法
ニ
授
侍
ル
事
、
多
年
重
病
ノ
者
ニ
之
ヲ
授
ク
。
同
ク
神
咒
誦
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二
〇
一
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年

三

 

 

シ
テ
、
即
チ
癒
タ
ル
知
音
檀
那
、
当
国
他
国
ニ
多
ク
侍
リ
。
カ
レ
行
徳
ノ
薫

習
ニ
ア
ラ
ズ
。
菩
薩
戒
ノ
威
力
ノ
勝
タ
ル
故
ヘ
也
。
剣
ノ
ヨ
キ
ハ
幼
少
者
ノ

モ
テ
ル
モ
、
人
コ
レ
ヲ
ヲ
ソ
ル
ヽ
ガ
ゴ
ト
シ
。
（
「
菩
薩
戒
ノ
徳
ノ
事
」
） 

 

無
住
は
現
実
に
、
医
僧
と
し
て
知
人
や
檀
那
の
病
気
を
治
癒
さ
せ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
は
い
わ
ゆ
る
外
科
治
療
で
は
な
く
、「
神
咒
」
を
唱
え
る
と
い

う
仏
教
的
療
治
の
実
践
で
あ
る
。
古
記
録
な
ど
で
医
僧
が
頻
出
し
て
く
る
の
は
、

寺
院
の
世
俗
化
が
進
ん
だ
平
安
中
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
や
貴
族
の
医
療

を
主
に
担
っ
て
き
た
官
医
の
技
量
が
著
し
く
低
下
し
た
中
世
に
な
る
と
、
官
医
の

穴
を
埋
め
る
よ
う
に
医
僧
や
民
間
医
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
６

。
彼
ら
は

中
国
の
医
学
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
が
、
や
は
り
治
療
は
医
学
的
な
技
術
と
仏

教
的
な
祈
祷
が
併
存
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
神
咒
は
霊
力
を
秘
め
た
陀
羅
尼

だ

ら

に

や

呪
文
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
効
果
が
あ
る
が
、
殊
に
病
気
治
癒
に
関
し
て
は

格
別
の
力
を
持
つ
と
さ
れ
る
。『
雑
談
集
』「
神
咒
功
徳
ノ
事
」
に
は
、「
こ
む
ら
が

え
り
が
起
こ
っ
た
ら
、
木
瓜

ぼ

け

を
あ
ぶ
っ
て
さ
す
る
と
治
る
。
も
し
木
瓜
が
な
か
っ

た
ら
、
口
で
『
木
瓜

ぼ

け

木
瓜

ぼ

け

』
と
唱
え
れ
ば
よ
い
。
自
分
自
身
効
果
が
あ
っ
た
」
と

か
、「
犬
に
噛
ま
れ
た
ら
、
虎
の
骨
で
な
で
さ
す
る
と
痛
み
が
な
く
な
る
。
も
し
骨

が
な
か
っ
た
ら
、「
虎
来
虎
来
」
と
唱
え
て
な
で
さ
す
る
と
よ
い
」
な
ど
と
書
か
れ

て
い
る
。
医
書
の
中
に
あ
る
説
と
し
て
、「
魚
の
骨
が
喉
に
刺
さ
っ
た
ら
、
鵜
の
羽

か
骨
で
な
で
さ
す
れ
ば
癒
え
る
。
網
で
な
で
て
も
よ
い
」
と
も
あ
る
が
、
丹
波
雅

忠
の
『
医
略
抄
』
（
一
〇
八
一
）「
治
食
諸
魚
骨
硬
方
十
九
」
に
は
、
鵜
の
羽
も
魚

骨
も
網
も
焼
い
て
服
用
と
あ
り
、
言
葉
に
す
る
、
な
で
さ
す
る
、
と
い
う
行
為
の

み
で
解
決
し
て
は
い
な
い
。
巷
間
に
流
布
す
る
間
に
変
化
し
た
と
の
捉
え
方
も
あ

る
が
、「
神
咒
」
を
重
視
す
る
無
住
に
と
っ
て
は
受
け
入
れ
や
す
い
説
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
無
住
自
身
が
陀
羅
尼
の
功
徳
で
実
際
に
病
人
を
救
っ
た
体
験
談
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
話
も
あ
る
。 

あ
る
遁
世
上
人
が
病
気
に
な
り
、
病
床
で
あ
ま
り
に
苦
痛
が
激
し
い
の
で
、

周
り
の
人
は
打
つ
手
が
な
く
困
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
自
分
は
伴
も
連

れ
ず
に
一
人
で
行
き
、
病
人
の
傍
ら
で
ひ
た
す
ら
千
手

せ
ん
じ
ゅ

陀
羅
尼

だ

ら

に

を
唱
え
続
け

た
。
す
る
と
病
人
も
陀
羅
尼
を
唱
え
て
起
き
上
が
り
、「
こ
の
よ
う
な
薬
が
あ

っ
た
の
で
す
か
」
と
涙
し
た
。
腰
の
辺
り
か
ら
水
を
か
け
た
よ
う
に
涼
し
く

な
っ
て
、
頭
に
も
水
を
か
け
た
よ
う
な
心
地
で
熱
が
下
が
り
、
ま
も
な
く
快

癒
し
た
。
当
時
も
あ
る
人
で
あ
る
（
「
霊
之
事
」
）。 

宋
伝
来
の
最
新
の
医
療
知
識
に
触
れ
な
が
ら
も
、
病
気
治
療
に
お
け
る
神
咒
へ
の

信
頼
は
相
当
高
い
も
の
で
あ
り
、
万
策
尽
き
た
後
の
最
後
の
一
手
と
し
て
実
践
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。 

 

二
．
定
業
と
病 

 

二
．
一 

治
せ
な
い
病 

 
現
代
人
は
病
気
に
な
る
と
、
医
療
技
術
で
完
治
す
る
こ
と
を
望
み
、
医
療
が
限

界
を
迎
え
る
と
、
民
間
療
法
や
祈
祷
に
転
ず
る
傾
向
が
あ
る
。
病
気
が
治
ら
な
い

と
、「
こ
れ
が
運
命
な
の
だ
」
「
寿
命
な
の
だ
」
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
仏
教
的
な
祈
祷
に
多
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
中
世
に
お
い
て
は
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
雑
談
集
』
に
み
る
医
と
病
（
土
屋　

有
里
子
）

四

 

 

そ
の
失
望
感
も
甚
大
で
、「
な
ぜ
神
仏
は
救
っ
て
く
れ
な
い
の
だ
」
と
い
う
不
平
不

満
が
生
じ
た
。
そ
の
問
い
の
先
に
あ
っ
た
の
が
、「
定
業

じ
ょ
う
ご
う

」
に
よ
る
病
で
あ
る
。
定

業
は
前
世
に
お
い
て
自
ら
が
作
っ
た
罪
で
あ
り
、
神
仏
の
力
を
も
っ
て
し
て
も
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
医
術
も
神
仏
も
全
て
が
定
業
の
前
で
は
打
つ
手
が
な

い
。「
神
力
業
力

じ
ん
り
き
ご
う
り
き

に
勝
た
ず
」
と
い
う
言
葉
を
好
ん
で
使
う
無
住
に
と
っ
て
も
、
そ

れ
は
動
か
し
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
定
業
に
よ
る
病
に
つ
い
て
の
言
及
は
、

次
に
挙
げ
る
よ
う
に
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。 

 

①
…
（
中
略
）
受
戒
ノ
病
人
、
多
分
癒
ヘ
侍
ル
也
。
但
定
業
ハ
仏
在
世
モ
猶

ヲ
癒
ヘ
ズ
。
イ
カ
ヾ
タ
ス
カ
ラ
ン
ヤ
。
不
信
ノ
輩
ハ
、
定
業
人
癒
ヘ
ザ
ル
故
、

仏
法
ニ
効
験
無
シ
ト
思
テ
、
帰
依
ス
ル
心
ナ
シ
。
コ
レ
業
障
ノ
イ
タ
ス
所
也
。

効
験
ア
ル
ヲ
見
ト
モ
、
自
然
ノ
果
報
ナ
ム
ド
思
テ
、
仏
徳
ヲ
信
ゼ
ズ
。
愚
癡

ノ
至
リ
也
。
（
「
菩
薩
戒
ノ
徳
ノ
事
」
） 

②
前
世
ノ
業
ツ
ヨ
ク
シ
テ
、
今
生
ノ
行
業
、
タ
ヤ
ス
ク
彼
ヲ
除
カ
ザ
ル
ハ
、

今
生
ノ
行
業
ハ
来
世
ノ
因
タ
ル
ベ
シ
。 

③
浄
名
居
士
ノ
病
ノ
ミ
セ
シ
ヲ
、
人
訪
ヒ
テ
、「
ナ
ド
サ
シ
モ
ノ
善
人
カ
ク
ヲ

ハ
ス
ル
」
ト
云
シ
、
返
事
ニ
、「
我
今
ノ
疾
苦
ハ
、
皆
過
去
ニ
由
ル
。
現
在
ノ

修
福
ハ
、
報
当
来
ニ
在
リ
」
。
殺
生
セ
ヌ
者
ハ
寿
命
長
ク
、
布
施
セ
ヌ
者
ハ
貧

窮
ナ
ル
モ
此
心
也
。
又
涅
槃
経
ニ
、「
智
恵
無
ク
、
行
徳
無
キ
物
ハ
、
今
生
ノ

小
悪
、
当
来
ニ
大
苦
ヲ
ウ
ク
。
サ
レ
バ
安
穏
ナ
ル
カ
ヒ
ナ
シ
。
智
恵
行
善
ノ

人
ハ
、
今
生
ノ
大
悪
、
行
業
懺
悔
ノ
力
、
転
重
軽
受
シ
テ
、
病
患
災
難
有
テ
、

当
来
ノ
大
苦
ヲ
、
今
生
ノ
小
苦
ヲ
モ
テ
脱
ル
ベ
シ
」
ト
説
ケ
リ
。
此
ノ
理
ヲ

知
ラ
ヌ
人
ハ
、
悪
人
ノ
安
穏
ナ
ル
ヲ
見
テ
、
罪
業
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
ト
思
ヒ
、

智
者
行
善
ノ
人
ノ
、
病
患
災
難
ア
ル
ヲ
見
テ
、
福
智
ヨ
シ
ナ
シ
ト
思
ヘ
リ
。 

④
玄
奘
三
蔵
ノ
、
臨
終
ノ
時
、
苦
痛
ヲ
ハ
シ
ケ
ル
ハ
、
人
不
審
ス
。
他
人
有

テ
、「
此
小
苦
ヲ
モ
テ
、
昔
ノ
業
ツ
ク
ノ
ヒ
給
ヘ
リ
。
悦
ビ
給
フ
ベ
シ
」
ト
申

ケ
リ
。 

⑤
悪
人
ハ
我
身
先
業
ニ
ヨ
リ
テ
、
持
テ
モ
子
孫
必
ズ
久
シ
カ
ラ
ズ
。
コ
レ
ヲ

積
悪
ノ
余
殃
ト
云
ヘ
リ
。
善
人
又
我
身
災
難
ニ
ア
エ
ド
モ
、
子
孫
福
有
リ
。

コ
レ
ハ
積
善
ノ
余
慶
也
。
（
②
～
⑤
「
災
難
病
患
等
ノ
有
事
」
） 

⑥
サ
シ
モ
ナ
キ
ヱ
セ
医
師
ヲ
請
ジ
、
薬
ノ
直
ウ
シ
ナ
ヒ
、
纏
頭
費
サ
ム
ヨ
リ

ハ
、
其
功
ヲ
以
テ
経
ヲ
信
ジ
、
読
誦
・
書
写
・
供
養
・
讃
嘆
セ
バ
、
業
病
モ

癒
ヌ
ベ
シ
。
定
業
ナ
ラ
バ
後
生
憑
ア
ル
ベ
シ
。
医
書
ニ
云
、「
庸
医
ノ
病
ヲ
治

ス
ル
、
治
セ
ザ
ル
ニ
ハ
シ
カ
ラ
ズ
。
大
医
猶
治
シ
ガ
タ
シ
。
庸
医
ハ
猶
病
ヲ

増
ス
。
治
セ
ザ
ル
ニ
ヲ
ト
レ
リ
」
ト
云
ヘ
リ
。
巫
女
ヲ
ヨ
ビ
テ
鼓
ヲ
ウ
チ
、

湯
ヲ
タ
テ
、
神
ニ
祈
ル
、
鬼
神
猶
我
ガ
身
ノ
生
死
、
自
在
ナ
ラ
ズ
ト
云
ヘ
リ
。

定
業
タ
ス
ク
ベ
カ
ラ
ズ
。
只
仏
陀
・
経
王
ヲ
信
仰
シ
テ
菩
提
ヲ
心
ト
ス
ベ
シ
。

サ
レ
バ
現
世
ノ
祈
祷
、
後
生
ノ
資
糧
、
此
ノ
経
ニ
足
レ
リ
。
此
ノ
事
医
師
・

御
子
聞
テ
腹
立
シ
ツ
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
、
心
有
ラ
ン
人
ハ
、
仏
教
ヲ
聞
テ
信

仰
シ
、
菩
提
ヲ
心
ザ
ス
ベ
シ
。
愚
老
ノ
心
ヲ
イ
タ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。
有
心
ノ
信

ヲ
悦
ベ
シ
。
仍
テ
之
ヲ
誹
ラ
ン
。
仏
神
知
見
シ
給
フ
ベ
シ
。
（
「
法
華
事
」
） 

 
 

ま
ず
①
に
お
い
て
、
受
戒
し
た
病
人
は
多
く
快
癒
す
る
が
、
定
業
の
み
は
別
で

あ
る
の
に
、
不
信
心
な
人
は
仏
法
に
力
が
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
効
果
が
あ
る
と
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五

 

 

今
度
は
、
自
分
の
果
報
だ
と
思
っ
て
や
は
り
仏
法
を
信
じ
な
い
。
愚
痴
の
極
み
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
業
病
に
苦
し
ん
だ
例
と
し
て
、
③
で
は
浄

名

じ
ょ
う
み
ょ
う

居
士

こ

じ

を
、

④
で
は
玄
奘

げ
ん
じ
ょ
う

三
蔵
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
『
涅
槃
経
』
の
「
転
重
軽
受

て
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う
じ
ゅ

」

の
考
え
方
を
も
と
に
、
現
在
の
病
苦
は
来
世
の
重
い
苦
し
み
を
現
世
の
軽
い
苦
し

み
に
転
じ
て
い
る
の
だ
、
と
説
明
す
る
。
現
在
で
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
を
し
て
い

る
人
が
な
ぜ
か
幸
せ
そ
う
で
、
善
良
な
人
が
な
ぜ
か
病
や
災
難
に
見
舞
わ
れ
る
、

と
い
う
不
条
理
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
、
不
満
の
受
け
皿
と

し
て
、「
転
重
軽
受
」
の
考
え
方
は
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
⑤
で
は
悪
人
が
自
分
は

持
ち
こ
た
え
て
も
、
子
孫
が
必
ず
断
絶
す
る
こ
と
（
積
悪
の
余
殃
）
と
善
人
が
自

分
は
不
幸
で
あ
っ
て
も
子
孫
が
繁
栄
す
る
こ
と
（
積
善
の
余
慶
）
を
示
し
て
、「
転

重
軽
受
」
の
教
え
が
揺
る
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
転
重
軽
受
」
の

語
は
『
往
生
要
集
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、
法
然
が
述
べ
る
次
の
言
葉
に
通
底
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

又
宿
業
限
り
あ
り
て
、
受
く
べ
か
ら
ん
病
は
、
い
か
な
る
諸
々
の
仏
神
に
祈

る
と
も
、
そ
れ
に
よ
る
ま
じ
き
事
也
。
祈
る
に
よ
り
て
病
も
や
み
、
命
も
延

ぶ
る
事
あ
ら
ば
、
誰
か
は
一
人
と
し
て
病
み
死
ぬ
る
人
あ
ら
ん
。
況
ん
や
又

仏
の
御
力
は
、
念
仏
を
信
ず
る
者
を
ば
、
転
受
軽
受
と
云
ひ
て
、
宿
業
の
限

り
あ
り
て
、
重
く
受
く
べ
き
病
を
、
軽
く
受
け
さ
せ
給
ふ
。
況
ん
や
非
業
を

は
ら
ひ
給
は
ん
事
ま
し
ま
さ
ざ
ら
ん
や
（
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
第
十
二
』「
浄

土
宗
略
抄
」
７

）。 

 

二
．
二 

名
医
了
仏
房 

 

業
病
の
難
治
を
説
く
中
で
、
無
住
が
名
医
と
評
す
る
人
物
が
い
る
。
も
と
奈
良

の
僧
で
あ
り
、
関
東
で
活
躍
す
る
医
僧
了
仏
房

り
ょ
う
ぶ
つ
ぼ
う

で
あ
る
。 

 

坂
東
ニ
名
医
ア
リ
キ
。
了
仏
房
ト
号
ク
。
本
ハ
南
都
ノ
僧
也
。
大
方
才
覚

ノ
仁
ナ
リ
シ
ガ
、
医
書
作
レ
ル
中
ニ
、
薬
ノ
殊
勝
ナ
ル
事
、
本
証
・
現
証
カ

キ
ツ
ク
シ
テ
、
後
ノ
句
ニ
、「
タ
ヾ
シ
ナ
ヲ
ラ
ヌ
事
モ
ア
リ
」
ト
云
ヘ
リ
。
コ

レ
老
子
ノ
云
ヘ
ル
如
ク
、「
美
言
ハ
真
ナ
ラ
ズ
。
真
ノ
言
ハ
美
ナ
ラ
ズ
。
マ
コ

ト
ノ
言
タ
ル
故
ニ
美
ナ
ラ
ズ
」
。
大
般
若
ニ
、
般
若
ノ
徳
ヲ
説
テ
、
「
一
切
災

難
病
患
寿
命
ネ
ガ
ヒ
ノ
如
ク
ナ
ル
ベ
シ
」
ト
云
テ
、「
但
シ
定
業
ノ
今
ノ
世
ニ

受
ク
ベ
キ
ヲ
除
ク
」
ト
云
ヘ
ル
ニ
似
タ
リ
。 

彼
医
師
、
秘
事
口
伝
残
リ
無
ク
伝
受
シ
ナ
ガ
ラ
、
病
者
ハ
イ
ト
癒
ル
事
ナ

カ
リ
キ
。
コ
ト
ニ
有
徳
ノ
大
名
ノ
病
人
ス
ベ
テ
癒
ヘ
ズ
。
非
人
等
ハ
癒
侍
シ
。

彼
ノ
仁
申
ケ
ル
ニ
、「
南
都
ニ
大
医
有
ケ
ル
ガ
、
秘
書
・
口
伝
残
リ
無
ク
伝
受

シ
テ
、
御
房
コ
レ
ニ
テ
定
テ
身
一
期
助
ク
ベ
シ
。
自
然
ニ
得
分
有
覧
時
ハ
、

恩
ヲ
知
テ
相
訪
ヘ
」
ト
契
約
シ
テ
ケ
ル
。
サ
ル
程
ニ
、
得
分
有
ケ
レ
ド
モ
、

都
テ
師
ノ
恩
報
ゼ
ズ
。
師
匠
申
ケ
ル
ハ
、「
此
ノ
僧
冥
加
ア
ラ
ジ
。
我
ガ
恩
ヲ

報
ゼ
ズ
」
ト
。
此
ノ
事
タ
ガ
ハ
ズ
、
都
テ
得
分
有
リ
ヌ
ベ
キ
病
者
イ
ヘ
ズ
ト

云
ヘ
リ
。
（
「
菩
薩
戒
ノ
徳
ノ
事
」
） 

 
了
仏
房
は
医
書
を
作
り
、
薬
の
効
能
、
本
証
と
現
証
を
書
き
尽
く
し
た
後
に
、

「
た
だ
し
治
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
」
と
付
け
加
え
た
。
真
実
を
述
べ
る
言
葉
は
耳



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
雑
談
集
』
に
み
る
医
と
病
（
土
屋　

有
里
子
）

六

 

 

に
優
し
い
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
老
子
の
言
を
引
用
し
つ
つ
、
無
住
は
大
い
に

共
感
を
示
し
て
い
る
。
了
仏
房
は
奈
良
の
大
医
か
ら
秘
事
口
伝
を
残
ら
ず
伝
受
し

て
お
き
な
が
ら
、
病
人
を
あ
ま
り
治
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
裕
福
で
勢

力
の
あ
る
人
は
ま
っ
た
く
治
せ
ず
、
非
人
等
は
治
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
奈
良
の

大
医
は
、「
病
気
を
治
し
て
利
益
を
得
た
ら
、
分
け
前
を
持
っ
て
尋
ね
て
こ
い
」
と

約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
了
仏
房
が
来
な
い
こ
と
に
「
恩
知
ら
ず
」
と
言
っ
て

い
た
よ
う
だ
が
、
も
う
け
が
と
れ
そ
う
な
裕
福
な
病
人
は
ま
っ
た
く
治
せ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
裕
福
な
人
は
治
せ
な
い
の
か
。
治
せ
な
い
の
は
業
病
だ
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。
病
気
治
癒
に
関
し
て
富
者
と
貧
者
を
二
項
対
立
で
捉
え
る
考
え
方

は
、
次
の
養
生
の
話
に
も
引
き
継
が
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

三
．
食
と
病 

 

三
．
一 

養
生
と
食 

 

養
生
は
健
康
を
維
持
し
増
進
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
鴨
長
明

も
『
方
丈
記
』
に
お
い
て
「
つ
ね
に
あ
り
き
、
つ
ね
に
働
く
は
、
養
性
な
る
べ
し
。

な
ん
ぞ
い
た
づ
ら
に
休
み
居
ら
む
」
と
養
生
の
大
切
さ
に
触
れ
て
い
る
。『
雑
談
集
』

に
お
け
る
養
生
に
関
わ
る
言
葉
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

①
養
性
ハ
、
医
書
ノ
中
ニ
多
ク
記
セ
リ
。
世
間
ノ
人
、
此
ヲ
知
ラ
ズ
。
尤
モ

用
意
有
ル
ベ
キ
事
也
。
細
ニ
記
ス
ニ
カ
タ
シ
。
大
旨
ハ
、
旦
ヨ
リ
午
時
マ
デ

ハ
、
恣
マ
ヽ
ニ
食
ス
ベ
シ
。
未
申
ノ
後
ハ
食
ヲ
減
ス
ベ
シ
。
夜
食
尤
脚
気
等

ノ
諸
病
ニ
調
セ
ザ
ル
事
也
。 

②
然
ニ
世
ニ
有
テ
大
ナ
ル
人
ハ
、
終
日
ニ
出
仕
シ
テ
、
晩
ニ
及
デ
帰
テ
、
種
々

ノ
美
物
ニ
テ
、
飽
食
シ
飽
酒
シ
テ
、
房
事
ナ
ド
行
ス
ル
、
大
ニ
養
性
ニ
ソ
ム

ク
。
発
病
ノ
因
縁
也
。
カ
ヽ
ル
マ
ヽ
ニ
、
世
間
ニ
豊
饒
シ
テ
家
ヲ
ツ
ギ
、
大

名
ナ
ド
イ
ワ
ル
ヽ
人
、
多
分
ハ
命
ミ
ジ
カ
シ
。 

③
貧
家
ハ
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
貧
シ
キ
程
ニ
、
必
シ
モ
養
性
ト
ハ
思
ハ
ネ
ド
モ
、
得

ガ
タ
キ
マ
ヽ
ニ
、
多
ク
空
腹
シ
、
晩
ニ
食
ス
ル
事
ス
ク
ナ
シ
。
脚
気
等
宜
シ
。

夜
食
ハ
、
不
食
・
飲
水
・
大
腹
水
・
悪
瘡
等
皆
夜
食
ニ
ヨ
ル
。
脚
気
故
ニ
発

ル
。
貧
家
ハ
身
疲
レ
タ
レ
ド
モ
、
多
ハ
病
ナ
シ
。
タ
ヾ
飢
ヲ
病
ト
ス
。
（
「
養

性
ノ
事
」
） 

 

養
生
は
医
書
の
中
に
多
く
書
い
て
あ
る
が
、
早
朝
か
ら
正
午
ま
で
は
好
き
な
よ

う
に
食
べ
て
よ
い
。
午
後
か
ら
徐
々
に
食
を
減
ら
し
、
夜
食
は
も
っ
て
の
ほ
か
。

脚
気
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
病
の
も
と
と
な
る
（
①
）。
世
間
で
勢
力
を
誇
る
よ
う
な
人

は
そ
の
生
活
習
慣
か
ら
養
生
に
背
き
発
病
し
、
ほ
ぼ
短
命
で
あ
る
（
②
）。
私
は
貧

し
い
の
で
ほ
と
ん
ど
空
腹
で
あ
り
夜
食
べ
る
こ
と
も
少
な
い
。
自
然
に
養
生
と
な

っ
て
い
る
。
夜
食
は
諸
病
の
原
因
に
な
る
。
私
は
身
が
疲
れ
て
い
る
だ
け
で
病
に

な
る
こ
と
は
少
な
い
。
た
だ
飢
え
て
い
る
こ
と
を
病
と
し
て
い
る
（
③
）
と
い
う

意
で
あ
る
。
無
住
に
言
わ
せ
れ
ば
、
病
気
や
寿
命
と
い
う
面
に
お
い
て
、
裕
福
な

人
は
圧
倒
的
に
不
利
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
ら
の
、
贅
に
ま
か
せ
た
生
活
そ
の

も
の
が
も
た
ら
す
も
の
と
言
え
る
。
無
住
自
身
も
脚
気
で
座
禅
を
諦
め
た
こ
と
を

始
め
と
し
て
、
病
身
を
随
所
で
嘆
い
て
い
る
も
の
の
、
裕
福
な
人
が
罹
患
す
る
よ
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う
な
病
と
は
無
縁
で
あ
る
と
言
う
。
彼
が
こ
こ
で
主
張
す
る
病
は
た
だ
一
つ
、「
飢

え
」
で
あ
る
。
こ
の
飢
え
を
病
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
、

律
の
中
に
あ
る
「
古
病
」
の
考
え
方
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

三
．
二 

古
病
と
雑
病 

 

①
律
ノ
中
ニ
、
病
ヲ
云
ヘ
ル
ニ
ハ
二
有
リ
。
古
病
・
雑
病
。
古
病
ハ
飢
也
、

雑
病
ハ
四
大
ノ
不
調
也
。
富
メ
ル
人
ハ
食
過
テ
雑
病
ヲ
ワ
ヅ
ラ
フ
。
貧
家
ハ

不
足
ニ
シ
テ
古
病
ヲ
愁
フ
。
八
苦
ノ
随
一
、
病
ナ
キ
人
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
サ

レ
バ
富
メ
ル
人
モ
、
ウ
ラ
ヤ
マ
シ
カ
ラ
ズ
。
イ
ツ
ト
ナ
ク
、
病
ス
ル
多
シ
。

古
人
ノ
云
、「
四
百
四
種
ノ
病
ハ
、
宿
食
ヲ
根
本
ト
ス
。
三
途
八
難
ノ
苦
ハ
、

女
人
ヲ
根
本
ト
ス
」
。 

②
カ
ヽ
ル
マ
ヽ
ニ
、
世
ニ
ア
ル
人
ハ
、
古
病
ハ
ノ
ガ
レ
テ
雑
病
ニ
ヲ
カ
サ
レ
、

貧
家
ハ
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
養
性
ス
ル
程
ニ
、
雑
病
ハ
ノ
ガ
レ
テ
、
古
病
ヲ
悲
ム
。

世
ニ
ア
リ
テ
富
メ
レ
ド
モ
、
命
長
カ
ラ
ズ
。
長
命
ノ
物
モ
、
貧
シ
ケ
レ
バ
生

キ
タ
ル
カ
ヒ
ナ
シ
。
此
又
作
半
也
。 

③
薬
ノ
草
モ
、
肥
タ
ル
地
ノ
ハ
効
能
ス
ク
ナ
ク
、
疲
タ
ル
地
ノ
ハ
ス
グ
レ
タ

リ
。
人
モ
肥
タ
ル
ハ
肉
ス
ギ
テ
力
ヨ
ハ
ク
、
気
短
シ
。
疲
タ
ル
ハ
中
〱
骨
ト

皮
バ
カ
リ
ニ
シ
テ
、
気
ツ
ヨ
ク
侍
リ
。
人
肥
タ
ル
ガ
故
ニ
貴
カ
ラ
ズ
ト
云
ヘ

ル
、
誠
ナ
ル
カ
ナ
。
（
「
養
性
ノ
事
」
） 

 

律
の
中
で
は
、
病
を
古
病
（
飢
え
）
と
雑
病
（
四
大
不
調
、
体
の
病
）
に
分
け

て
い
る
と
い
う
。
病
因
に
よ
る
病
の
区
分
は
多
く
の
経
典
に
見
ら
れ
、
例
え
ば
『
摩

訶
止
観
』
で
は
身
病
（
四
大
不
調
）
と
心
病
（
貪
瞋
癡
の
三
毒
に
基
づ
く
病
）
に
、

『
大
智
度
論
』
で
は
業
病
（
定
業
に
よ
る
病
）
と
現
世
に
原
因
を
発
す
る
病
に
大

別
し
て
い
る
が
、
飢
え
を
「
古
病
」
と
す
る
典
拠
は
今
回
見
出
す
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
①
の
「
四
百
四
種
ノ
病
ハ
、
宿
食
ヲ
根
本
ト
ス
。
三
途
八
難
ノ
苦
ハ
、

女
人
ヲ
根
本
ト
ス
」
は
、
唐
の
南
山
律
宗
の
開
祖
道
宣
が
著
述
し
た
『
浄
心
誡
観

法
』
に
拠
っ
て
い
る
た
め
、
南
山
律
系
の
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
③
で
は
肥
沃
な
土
地
で
育
っ
た
薬
草
よ
り
も
痩
せ
た
土
地
で
育
っ
た
薬
草
の

効
能
が
大
き
い
こ
と
を
譬
喩
と
し
て
、
肥
え
た
人
は
脂
肪
が
あ
り
す
ぎ
て
か
え
っ

て
力
が
弱
く
短
気
で
、
痩
せ
て
骨
と
皮
ば
か
り
に
な
っ
た
人
は
根
性
が
あ
る
と
言

う
。「
人
は
太
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
優
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
続
け
る

こ
と
を
考
え
る
と
、こ
こ
も
単
な
る
太
い
細
い
の
比
較
で
は
な
く
、
太
い
＝
富
裕
、

細
い
＝
貧
困
の
メ
タ
フ
ァ
ー
な
の
で
あ
る
。
富
裕
な
人
は
一
見
羨
望
の
的
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
病
と
い
う
面
に
関
し
て
は
そ
う
と
は
言
え
な
い
、
そ
し
て
貧

し
い
が
ゆ
え
の
食
物
の
欠
乏
を
、
養
生
、
未
病
の
阻
止
と
い
う
積
極
性
に
結
び
つ

け
て
い
こ
う
と
い
う
点
に
、
無
住
の
強
い
主
張
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

三
．
三 

食
へ
の
執
着 

病
を
防
ぐ
た
め
に
養
生
を
説
く
無
住
で
あ
る
が
、
言
葉
の
端
々
に
見
え
隠
れ
す

る
の
が
食
へ
の
強
い
興
味
で
あ
る
。 

 

ま
ず
は
先
の
養
生
に
も
通
じ
る
が
、「
食
べ
過
ぎ
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及

で
あ
る
。 



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
雑
談
集
』
に
み
る
医
と
病
（
土
屋　

有
里
子
）

八

 

 

 

食
物
モ
過
テ
病
ヒ
ヲ
コ
ル
。
不
足
ニ
テ
力
ナ
シ
。
経
ニ
云
、「
多
ク
食
ス
レ
バ

病
苦
ヲ
致
シ
、
小
シ
食
ス
レ
バ
気
力
衰
フ
。
中
ニ
処
シ
テ
食
セ
バ
科
高
下
無

キ
ガ
如
シ
ト
云
々
」
。
八
斎
蘭
戒
ノ
中
ノ
、
不
過
中
食
ハ
五
道
ノ
因
ヲ
断
ジ
テ
、

中
道
ニ
住
セ
シ
ム
タ
メ
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。「
地
獄
ハ
夜
中
ニ
食
シ
、
餓
鬼
ハ
初

夜
ニ
食
シ
、
修
羅
ハ
日
晡
ニ
食
シ
、
畜
生
ハ
時
刻
ナ
シ
、
諸
天
ハ
朝
食
ス
」

ト
云
ヘ
リ
。
（
「
中
道
義
ノ
事
」
） 

 食
べ
過
ぎ
る
と
病
気
に
な
る
し
、
あ
ま
り
に
食
べ
な
い
と
力
が
出
な
い
。
ほ
ど
ほ

ど
が
良
い
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
道
宣
の
『
四
分
律
刪
繋
補
闕
行
事
鈔
』
に
あ
る

「
因
説
偈
云
、
多
食
致
病
苦
。
小
食
気
力
衰
。
処
中
而
食
者
如
秤
無
高
下
」
に
拠

っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

ま
た
次
の
一
説
話
は
食
と
医
の
関
連
説
話
と
し
て
も
興
味
深
い
。 

 

漢
土
大
臣
ノ
召
仕
ル
ヽ
官
人
、
昼
寝
シ
テ
主
ノ
召
ニ
参
ゼ
ズ
。
次
ノ
日
子
細

ヲ
聞
ニ
、
冥
官
ニ
召
仕
ハ
ル
ヽ
ヨ
シ
ヲ
答
フ
。
何
事
ニ
仕
ハ
ル
」
ト
問
ヱ
バ
、

「
三
品
以
上
ノ
食
ノ
沙
汰
ヲ
仕
ル
」
ト
云
。
「
サ
ラ
バ
我
明
日
ノ
食
勘
ヘ
ヨ
」

ト
云
。
一
紙
ニ
書
テ
「
封
ヲ
後
ニ
御
覧
ゼ
ヨ
」
ト
云
フ
。
次
ノ
日
王
ニ
召
サ

レ
、
食
ス
ギ
テ
瀉
薬
ヲ
以
テ
下
テ
、
小
橘
皮
湯
服
シ
タ
リ
ケ
ル
。
日
記
ニ
ス

コ
シ
キ
モ
タ
ガ
ハ
ザ
リ
ケ
リ
。
（
「
天
運
ノ
事
」
） 

 

本
話
は
智
覚
禅
師
延
寿
の
『
宗す

鏡
録

ぎ
ょ
う
ろ
く

』
巻
七
十
一
を
典
拠
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。

『
宗
鏡
録
』
で
は
唐
の
官
僚
で
、
後
に
晋
国
公
に
任
じ
ら
れ
た
韓か

ん

滉こ
う

の
話
と
な
っ

て
お
り
、
話
の
筋
は
『
雑
談
集
』
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
病
気
の
経
過
は
よ
り

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
韓
滉
の
臣
下
が
遅
刻
し
た
の
で
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
冥
土
の
官
僚
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
」
と
の
返
事
。「
ど
ん
な
仕
事
だ
」
と
聞

い
た
と
こ
ろ
、
三
位
以
上
の
方
の
食
の
手
配
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
な
の
で
、「
そ

れ
な
ら
ば
私
が
明
日
食
べ
る
で
あ
ろ
う
食
事
を
思
案
せ
よ
」
と
命
じ
た
と
こ
ろ
、

紙
に
書
き
付
け
て
「
後
々
御
覧
下
さ
い
」
と
言
っ
た
。
果
た
し
て
韓
滉
は
、
翌
日

下
剤
で
お
腹
を
通
し
、
橘
皮

き

っ

ぴ

湯と
う

を
服
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
臣
下
が
書
き
付
け

た
紙
に
は
、
そ
の
通
り
書
い
て
あ
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
宗
鏡
録
』
に
よ

れ
ば
、
韓
滉
は
「
餻
糜

こ

う

び

（
米
を
固
め
た
よ
う
な
も
の
？
）」
を
食
べ
て
お
腹
が
張
り
、

医
者
に
診
せ
た
と
こ
ろ
、「
お
腹
が
食
物
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
橘
皮
湯
を
少
し
飲
ん

で
、
夜
に
な
っ
た
ら
漿

し
ょ
う

水す
い

（
重
湯
の
よ
う
な
も
の
）
を
飲
め
ば
明
日
の
朝
に
は
治

る
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
橘
皮
湯
は
蜜
柑
の
熟
し
た
果
皮

を
乾
燥
さ
せ
て
煎
じ
た
薬
湯
で
あ
り
、
現
在
で
も
、
胃
も
た
れ
や
腹
部
膨
満
感
に

有
効
な
漢
方
の
生
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
全
百
巻
と
い
う
大
部
な
『
宗
鏡

録
』
の
中
で
こ
の
記
事
に
着
目
し
た
の
は
、
や
は
り
無
住
の
医
と
食
へ
の
関
心
ゆ

え
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

最
後
に
、
無
住
の
食
へ
の
興
味
が
よ
く
出
て
い
る
和
歌
を
紹
介
し
た
い
。 

 

座
禅
誦
経
学
シ
カ
キ
ヨ
ム
人
ゾ
ナ
キ 

飲
食
遊
ビ
色
ニ
ノ
ミ
ト
ム 

〈
座
禅
を
し
た
り
経
を
読
ん
だ
り
学
び
書
き
読
む
人
が
い
な
い
。
飲
み
食

い
遊
ん
で
色
事
に
の
み
熱
心
だ
〉 
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二
〇
一
八
年

九

 

 

座
禅
誦
経
談
義
ノ
座
ニ
ハ
眠
ド
モ 

飲
食
時
ハ
目
ヲ
サ
マ
ス
カ
ナ 

〈
座
禅
や
誦
経
、
談
義
の
場
で
は
寝
て
い
る
の
に
、
飲
み
食
い
す
る
時
は
目

を
覚
ま
す
こ
と
よ
〉 

 

食
物
ヲ
座
禅
ノ
床
ニ
ヲ
キ
タ
ラ
バ
公
案
ヨ
リ
ハ
目
ハ
サ
メ
ヌ
ベ
シ 

〈
食
べ
物
を
座
禅
を
し
て
い
る
床
に
置
い
た
な
ら
ば
、
公
案
（
禅
宗
で
修
行

者
に
与
え
る
課
題
）
を
置
く
よ
り
も
目
が
覚
め
る
だ
ろ
う
〉 

 

モ
ロ
ト
モ
ニ
大
乗
ナ
レ
ド
大
乗
ノ
座
禅
ヨ
リ
茶
ハ
目
コ
ソ
サ
メ
ケ
レ 

〈
両
方
「
大
乗
」
と
い
う
名
前
で
あ
る
が
、
仏
教
修
行
の
座
禅
よ
り
は
酒
（
大

乗
の
茶
と
呼
ば
れ
る
）
の
方
が
目
が
覚
め
る
で
あ
ろ
う
〉 

 

当
時
ノ
作
法
、
常
ニ
煙
絶
ヘ
、
夏
ハ
麦
飯
・
粥
ナ
ド
ニ
テ
、
命
ヲ
ツ
ギ
侍
リ
。

愚
老
病
躰
、
万
事
不
階
ノ
中
ニ
、
老
子
ノ
云
ヘ
ル
、
禍
ノ
中
福
ニ
テ
、
麦
飯

ト
粥
ヲ
愛
シ
侍
ル
故
、
分
ノ
果
報
也
。
述
懐 

サ
ラ
ズ
ト
モ
愛
ス
ル
ヨ
シ
ニ
イ
ヒ
ナ
シ
テ 

世
ヲ
ワ
タ
ル
ベ
キ
粥
ト
麦
飯 

（
本
当
は
そ
う
で
は
な
い
が
、
好
き
な
の
だ
と
言
っ
て
、
生
活
の
た
め
に
食

べ
て
い
る
粥
と
麦
飯
） 

  

貧
し
さ
ゆ
え
に
夏
は
も
っ
ぱ
ら
粥
と
麦
飯
で
過
ご
し
て
い
た
ら
し
い
。
も
と

も
と
嫌
い
で
な
く
て
よ
か
っ
た
、
こ
れ
こ
そ
災
い
の
中
の
幸
運
だ
と
い
う
、
無
住

の
苦
笑
が
浮
か
び
そ
う
な
、
少
し
自
虐
的
な
一
首
で
あ
る
。 

 お
わ
り
に 

 

無
住
は
東
福
寺
派
医
学
の
初
発
段
階
に
位
置
し
て
い
た
医
僧
で
あ
り
、
医
と
病
、

食
へ
の
興
味
は
『
雑
談
集
』
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
自
身
が

病
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
興
味
の
源
泉
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
方
で
仏
教
者
と
し
て
は
一
応
禁
忌
で
あ
る
酒
を
愛
し
、
美
食
へ
の
憧
憬
も
捨
て

き
れ
な
い
、
洒
脱
な
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
無
住
の
著
作
の
魅
力
は
、
規
範

に
と
ら
わ
れ
な
い
好
奇
心
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
多
種
多
様
な
話
材
で
あ
り
、
そ
の

一
端
に
、
鎌
倉
時
代
の
医
や
病
、
養
生
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
貴
重

で
あ
る
。
た
だ
彼
の
も
た
ら
す
医
学
的
情
報
が
、
当
時
の
医
師
の
著
作
等
に
照
ら

し
て
ど
の
程
度
の
整
合
性
、
ま
た
は
異
質
性
を
含
ん
で
い
る
の
か
、
相
対
的
な
考

察
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

無
住
の
甥
と
考
え
ら
れ
る
梶
原
性
全
の
『
頓
医
抄
』
や
『
万
安
方
』
、
無
住
と
同

時
代
に
宮
廷
医
師
で
あ
っ
た
惟
宗
具
俊
が
記
し
た
『
医
談
抄
』
等
と
の
関
連
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
病
身
で
あ
り
医
僧
で
あ
っ
た
立
場
上
、
無

住
は
看
病
に
関
す
る
言
葉
も
多
く
残
し
て
お
り
、
良
忠
の
『
看
病
用
心
鈔
』
や
虎

関
師
錬
の
『
病
儀
論
』
と
の
比
較
考
察
も
、
今
後
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

   



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
雑
談
集
』
に
み
る
医
と
病
（
土
屋　

有
里
子
）

一
〇

 

 

１ 
『
雑
談
集
』
の
本
文
は
中
世
の
文
学
『
雑
談
集
』（
三
弥
井
書
店 

一
九
七
三

年
）
に
拠
る
が
、
句
読
点
を
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

２ 

小
島
孝
之
「
無
住
伝
記
小
考
―
医
術
と
思
想
と
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
国
語
と
国

文
学
52
‐
12 

一
九
七
五
年
十
二
月
」
→
「
無
住
と
医
術
」
（
『
中
世
説
話

集
の
形
成
』
若
草
書
房 

一
九
九
九
年
） 

３ 

『
鹿
苑
日
録
』
第
四
巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
を
も
と
に
私
に
書
き
下
し

た
。 

４ 

梶
原
性
全
に
つ
い
て
は
、
服
部
敏
良
『
鎌
倉
時
代
医
学
史
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館 

一
九
六
四
年
）
、
石
原
明
「
梶
原
性
全
の
生
涯
と
そ
の
著
書(

一)

（
二
）」
（
日
本
医
史
学
雑
誌 

6
‐
2
・
4 

一
九
五
六
年
三
月
・
八

月
）
に
詳
し
い
。 

５ 

土
屋
有
里
子
「
無
住
と
天
台
密
教
―
『
阿
娑
縛
抄
』
と
三
河
実
相
寺
―
」

（
日
本
文
学
55
‐
12 

二
〇
〇
六
年
十
二
月
） 

６ 

新
村
拓
『
日
本
仏
教
の
医
療
史
』（
二
〇
一
三
年 

法
政
大
学
出
版
局
） 

７ 

『
浄
土
宗
全
書
』
第
九
巻
所
収
本
を
も
と
に
、
私
に
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な

に
変
更
し
校
訂
し
た
。 
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